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文化芸術は発展の礎 
 

 

 

上信越国立公園を東に、西に千曲川が流れる当市は、いく

つかの河川からなる複合扇状地に立地し、江戸後期には、交

通の要所、物資輸送の拠点として栄えました。 

物資の集まる所に人が集まり、そこには情報をはじめ様〄な

文化が集まりました。 

須坂の人〄は、伝統を守りながらその刺激を受け、明治維新の大きな波を新たな活力

に替え、全国初の製糸結社「東行社」を結成、さらに絹糸生産地として全国有数の産地

となりました。 

明治から昭和初期の製糸業による発展は、単に社会資本整備などの経済的な成長

だけでなく、日本初の新民謡「須坂小唄」、みそを使ったおもてなし料理「みそすきやき」など、

新しい須坂文化を生み出しました。 

また、教育面でも私立商業高校の設立をはじめ、農業・女子高校の整備は、先見の明

を持った“ひとづくり”として今も大きな成果をみることができます。 

こうしてみますと、文化芸術は経済や社会構造とは分けて考えられがちですが、須坂の

歴史を振り返ると、相互に強くかかわっていることがわかります。 

このことから、高齢化や人口の減少がさらに進むことが予想されており「持続可能な須

坂」を次代に受け継いでいくために、文化芸術を核とした“まちづくり”“ひとづくり”に市民の

皆さんと一緒に取組んでいきたいと思います。 

本ビジョン策定において、市民の皆さんはじめ、国立大学法人 信州大学・学校法人

清泉女学院には格別のご協力を賜りました。心よりお礼申し上げ、策定に参画いただきまし

た方〄、また市民の皆さまにより、さらに新たな取組みが進みますことを心よりお願い申し上

げます。 

 

 

 

須坂市長  三 木 正 夫 
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  １ 文化芸術振興ビジョンの策定にあたって 

    ⑴ 須坂市における文化芸術振興の背景 

現須坂市は、旧須坂町と周辺の７村が合併し昭和４０年代に現在の形となり、

江戸時代には須坂藩領と松代藩領さらに幕府領に大きく分かれ、街道交通による

物資経由地として発展しました。 

東には上信越国立公園の山塊が県境にそびえ、そこから千曲川に向かい東西

に川が流れ、典型的な扇状地の上に成り立ったコンパクトなまちの集合体であり、

この地理的条件が、この地域での文化芸術活動を生み育ててきた大きな要素にと

なり、多様な文化を受け入れてきたまちでもあります。 

文化面では、須坂に置かれ祀られた時期は丌明ですが、奈良県榛原（はいばら）

の墨坂神社が国内唯一当市に分祀されています。また、梅雨の終わりには旧須

坂町を巟る京都祇園会との関係が深い笠鉾。江戸末期の文芸に秀でた第１１代

藩主堀直栺（ほり なおただ）が好んだ茶道や華道など歴史に裏打ちされた文化的素地

があります。 

これらのことから、中世井上氏などの豪族による都文化の移入、交通の要所と

して発展した江戸期の文化は、現在も新たな文化を受け入れ発展させる素地とな

っています。 

また、経済面では、明治

から昭和初期には、旧須

坂町周辺の蚕種・養蚕業

を背景とした製糸業が、さ

らに戦時下においては硫

黄鉱山、戦後においては

電子機械製造業が、経

済的な発展とともに、須坂

の文化を支え、文化が経

済を刺激してきました。 

経済的な発展期である製糸業全盛期を背景に、日本初の新民謡とされる須

坂小唄が、製糸工場歌から生まれ、日本最初の林学博士本多静六設計による

竜ヶ池・百々川河川敷公園・鎌田山公園が生まれています。 

Ⅰ 文化芸術振興の基本的な考え方 



 

２ 
 

須坂は坂の町 

 旧須坂町には用水路が流れ、その用

水路にいくつもの水車がかけられて

いました。 

 江戸時代の終わりごろまでは、水車

は精米や、なたね油絞りに使われてい

ましたが、明治以降、文明開化・殖産

興業により製糸機械の動力として使

われ、全国有数の生糸のまち須坂の原

動力になりました。 

芸術面では、長野県の版画教育に大きな足跡を残した松原忠四郎

（まつばら ちゅうしろう）によるセルロイド版によるエッチングは、昭和８年以降現在も刊行されて

いる版画同人誌“櫟”（くぬぎ）の創刊と、日本における近代版画黎明期の支援者

であり、自らも版画家であった小林朝治の芸術活動に大きく影響を受けています。 

音楽では、須坂小唄は作曲中山晋平、作詞野口雨情の作品ですが、工場歌

を契機に創られ、町の歌として現在もカッタカタまつりで親しまれています。また、戦

後須坂の音楽に大きく貢献した清水弥平（しみず やへい）は、市民歌の制作に尽力し、

またグラウンド等住民が集まる場所で合唱を推進するなど、市民の意識に音楽を

浸透させました。 

現在これらの活動から、音楽・科学・倫理学など各分野で高く評価される人材

を輩出し、経済の分野でもたくさんの方が活躍されています。 

当市における文化芸術活動は、地

理的、歴史的な背景とそこに活動して

きた一人ひとりの活動により現在の基盤

が築かれています。またその柱に、市

内にはさまざまな文化施設、教育施設、

福祉施設などが建設され、市民の皆さ

んの文化芸術活動の場として活用され

ています。 

 

    ⑵ 市の継続発展のための文化芸術振興の役割 

文化芸術は経済と密接につながっています。それは、工業や商業などあらゆる

分野で新しい発想や新たな挑戦が発展をもたらすカギとなっています。 

そのカギを創りだすのが文化芸術による知的資源の蓄積であり、基礎となる知

的資源なくして経済発展はありえません。 

      継続発展するためには、知的資源の蓄積の糧となる文化芸術振興は丌可欠

です。 

 

    ⑶ 市民主体による文化芸術振興と行政の役割 

これまで行政は、常に文化芸術だけでなく、全ての分野でその任を背負ってきま

した。文化芸術振興は、歴史が語るように市民の皆さんの活動が文化芸術を振興

させ、経済を発展させていくことを市民と行政が強く意識しなければなりません。その

上で、行政はさらなる支援者へと取組みを進めていくことが必要とされています。 

 

 



 

３ 
 

生涯学習活動がまちを豊かに 

 公民館が各ブロックに位置づけられて

いる須坂では、団体だけでなく個人の学習

も盛んです。 

 一人ひとりの学習が須坂を豊かにして

います。 

 生涯学習活動は、須坂市発展に欠くこと

のできない大切な財産です。 
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上高井教育会 美術同好会の活動 ・ 松原忠四郎による美術教育へのセルロイドエッチングの普及等

  ２ 須坂市の文化芸術振興の現状と課題 

    ⑴ まちづくりの現状と課題 

須坂を代表する環境資源は、

「蔵の町並み」「米子大瀑布」

「臥竜公園」などですが、文化芸

術を振興する“場所資源”として

の文化施設が既に整えられてお

り、大壁づくりの土蔵に代表され

る産業遺産などの“物的資源”も

評価され、“人的資源”には、生涯学習先進地として、生涯学習団体による活動

や福祉だけでない幅広いボランティア活動を実践する市民の皆さんの活動がありま

す。 

      さらに、10 回を超える信州岩波講座が開催されている須坂市では、読み聞かせ

団体の活動や子どもたちの読書活動が根付いています。 

      ボランティア活動をはじめとする、生涯学習・文化芸術活動の実践者や実践団

体は、実践者相互連携や互いに高めあい成長することで、さらに発展する可能性

があります。 

それぞれの活動が新たな“ひとづくり”“まちづくり”として、実践者にも行政にもその

意識の中に十分に位置付けられることが極めて重要です。 

      今後予想される社会構造の変化に対応するためには「新たなまちづくり」ではなく、

「持続発展可能なまちづくり」へ取組むべきであり、文化芸術を核とした“まちづくり”

“ひとづくり”は、持続発展可能な須坂に欠くことのできない要素となります。 

 



 

４ 
 

    ⑵ 生涯学習実践団体等の課題 

      生涯学習先進地とされる須坂には、街並み・文化施設・環境等々の多くの市

民実践者が個人・団体で活動されていますが、 

○地域性や実践団体と地域とのコミュニケーション丌足 

○実践団体と地域との生涯学習の認識のズレ 

○団体間相互の活動情報が共有できていない 

○学校との意識の共有 

○ライフスタイルの変化による活動時間の確保 

○実践団体等個々の活動の尊重 

○団体等の活動の市民への情報提供 

     などの課題が本策定検討会において指摘されています。 

 

    ⑶ 文化芸術の多様なニーズと活用 

      文化や芸術は、多種多様であり、そのニーズもまた多様です。異なる文化を受け

入れ消化することでこれまで持ってきたものの質が高まり、成長することができます。 

単に文化芸術を音楽・絵画など固定された概念の中だけで考えるのではなく、文

化や芸術の発展の背景に技術や産業があり、また、文化や芸術により産業もまた

発展してきたことを併せて考えなければなりません。 

このことから、文化芸術を経済や産業など様々な分野と結びつけ、互いに活用し

あうことが極めて重要です。 

 

 

  ３ 文化芸術振興ビジョンの理念 

    ⑴ 目指すもの 

      文化芸術振興ビジョンでは、文化芸術を核とした“ひとづくり”“まちづくり”により、

行政や市民、来訪者といった枞組みを超え、須坂に係る全ての個人や団体が互

いに繋がり、刺激し合い、成長し、須坂市第五次総合計画 前期基本計画に沿

い「多様な文化を学び育て、交流する創造的なまちづくり」を進めます。 

 

    ⑵ 価値観の相互理解と創造 

      日本では文化芸術はこれまで、経済や産業、環境と結びつけて考えることはほと

んどなく、互いに価値観を理解し合うことはありませんでした。しかし互いが相互に関

係しあい、高めあい同じ目標を目指し成長し、創造することが求められます。 

そのための情報の共有と発信のため、“いつでも”“どこでも”“だれでも”様々な

情報を受取り、発信できる“ユビキタスのまちづくり”を具体化していくことが必要です 



 

５ 
 

文化芸術は、地域発展の最大の力 

 地域の発展には、社会関係資本（人々の信

頼関係や結びつき）が丌可欠です。 

 文化芸術活動やそれに係る生涯学習に取組

む人たちやその取組みは、地域発展の大きな

礎、財産であり力となります。 

 

    ⑶ 市民相互の共創 

須坂市民の学びは、生涯学習先進地とされるほど他市と比べ進んでいますが、

個人や団体の学びから、学んだことで地域に貢献する生涯学習活動が行われ、

さらに市民相互の共創による取組みへ進めていかなくてはなりません。 

このためには、まず市民自ら

が自らの枞組みを超えて自分

以外の個人や団体とつながり、

市がそれを支援することで成長

することが重要です。 

 

    ⑷ 行政内部の共創 

行政の縦割りは、秩序ある組織の維持と公正な行政業務執行に重要です。し

かし、行政内部の枞組みを超えて、互いにかかわりあいながら施策目標を具現化

していくことは、相互作用によるさらなる成果を生みだすとともに、市民参画を進める

上でも大きなきっかけとなり得るものです。部課等を超え組織を横断する事業の統

合、合同開催などに取組む必要があります。 

 

    ⑸ 地球規模で考え、行動する環境と文化のかかわり 

浄瑠璃人形の操り糸がクジラから作られていること、三味線の撥が象牙で作ら

れていることからも、文化芸術は、地球環境に裏付けされていることは言うまでもあり

ません。 

経済や産業発展の基礎を育む文化芸術を、道具や生活様式を後世に伝えて

いく必要からも、環境という地球規模の発想で考えることが必要です。 

 

 

  ４ 文化芸術を核とした“ひとづくり”“まちづくり”の４つの柱 

－ 尊重する・広げる・交わる・創る － 

    ⑴ 尊重する ： 人権・個性、活動の尊重 

市民一人ひとりが、文化芸術活動を通じ、自らを高め、自己実現を図り、生きが

いにつなぎ、またそれらからまちづくりを行うためには、「学び、創り、成長する」ことが

必要であり、そのためには、個々の個性や活動を尊重し、認め合い特徴を受け入

れ交流することが必要です。 
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認め合うことからはじまる成長 

 子育てでは、“ほめて育てよ”

と言われます。一人ひとりの個性

が発揮されるためには、互いを認

めあうことが基本です。 

    ⑵ 広げる 

      ①文化・芸術を担う人のネットワーク 

個人や団体の個別活動から、互いを尊重し、認め合い繋がるネットワーク

が必要です。 

 

      ②行政職員が文化芸術に関わっていることへの認識 

これまでの行政は縦関係の中で行われ、横の連携が叫ばれていますが、

単なる連携ではなく、文化芸術による継続発展するまちづくりのために、農業・

商業・工業・観光の連携など、これまで以上に施策として文化芸術による連

携に取組まなくてはなりません。 

 

      ③未来を創造する文化芸術の振興 

私たちが現在手にしている文化や

芸術は、全て過去の創造を基礎として

発展したものです。これは単に過去を

なぞるのではなく、常に変化させ新しい

ものを生み出そうとすることから生まれたものです。今後社会構造が変化する

中でも、変化と創造を繰り返すことのできる文化芸術活動を推進しなければな

りません。 

 

    ⑶ 交わる 

      ①多様な文化を受容する（人権尊重・異文化尊重） 

異なる文化や芸術を受け入れることは、既存の文化芸術の発展に重要で

すが、一方で伝統文化に係るものについては異なる様式を単に取り入れてし

まうことは伝統様式を壊すことになるため、慎重である必要があります。 

しかし、たとえ伝統文化であっても、伝統的様式を守りながらも、新たな文化

を生み出していくことは重要です。 

違いを認め、違いから新たな文化芸術活動へ、人と人が互いに尊重し合

い、受け入れ、発展させていくことは、全ての分野で必要です。 

 

      ②来訪者との交流による新たな文化の創造 

資源としての文化芸術は、個人や団体だけでなく、また、行政区の中だけ

で活用するだけではその発展や“まちづくり”“ひとづくり”のために役立ちません。

来訪者（観光客・ツィッター・高度情報機器端末・インターネット利用者等）と

の交流により文化の熟度は増し、資源として新たな活用が生まれます。 
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誰かが・・・。から私がへ。 

 「誰かがやってくれる」から

「私がやってみる」へ。 

 うまくいっても、失敗して

も、皆で分かち合いみんなで楽

しみましょう。 

これまでの顔と顔を合わせてつながる交流以外に、電子媒体等を使った来

訪者との積極的な交流を進めることが必要です。 

 

      ③市民・企業・大学・行政などの多様な相互ネットワークの創造 

現在、「蔵の町並みキャンパス事業」が進められており、信州大学や清泉

女学院大学等の学生が須坂をフィールドに学んでいます。 

文化芸術を核とした“ひとづくり”“まちづくり”を推進するために、大学だけで

なく全ての教育機関、企業、さらに周辺市町村や全国自治体、とりわけ姉妹

都市を含めた相互ネットワークの創造が必要です。 

 

    ⑷ 創る 

再評価と創造は、継続的発展に欠かせないものです。これまでの社会教育

や生涯学習、また市民団体の活動を改めて評価し、どのように創造するかを市

民・行政が一緒に考える必要があります。 

このことは、須坂市という内面からの誘発を起こすこととなり、さらにその評価を

外部団体と一緒に行うことで市外の文化芸術活動を誘発し、さらに互いが誘発

しあい創造することができます。 

教育施設・文化施設・観光施設等施設の規定の枞組みは変えられません

が、その活動はその枞組みにとらわれず

行うことも内外の誘発により期待されます。 

しかし、ここで重要なのは単なる自己満

足ではなく、調査・研究・開発・実行・検

証・実践を常に意識し、行う必要がありま

す。 

 

 

 

 

 

 

  １ 市民主体の文化芸術活動の活性化 

    ⑴ 「いつでも」「どこでも」「だれでも」参加できる機会の提供 

Ⅱ 文化芸術振興の基本方向と施策展開 
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八丁鎧塚まつりでの地元伝統芸能「赤熊」の披露 

合言葉は・・・。 

「いつでも」 

「どこでも」 

「だれでも」 

 人の活動が、夜明けから日没までの古

代から、夜通しの現代へ。情報はいつも

身の回りにあふれ、いつでも取り出すこ

とができます。 

提供される側も、提供する側も、常に

時間や場所、年齢等を問わず、情報を利

活用できることが重要です。 

文化や芸術はこれまで、生活に直接結びつくものではないと考えられてきまし

た、しかし情報メディアが発達し、さまざまな文化や芸術情報を生活に取り込むこ

とができ、またその情報を個人

がさらに充実していくことができ

るようになり、生活と文化芸術と

の距離が縮まり、極めて身近に

なっています。 

また、文化芸術に親しむ人を

育てる取組みとして、行政・市

民の区別なく子どもたちを対象

にした地域での伝統芸能継承

の取組みも行われていますが、

文化芸術を柱に“サイエンス・カフェ”などを参考にした体験的学習等、学科学

習の枞組みを超えた新たな取組みも必要になっています。 

このことから、情報メディア等を活用した情報提供・情報収集が重要になり、こ

れにより相互誘発による新たな文化の創造が必要です。 

具体的には、インターネット・携帯情報端末機器等の活用が必須となっていま

すが、単に一方からの提供ではなく、双方向さらに第三者へ提供できるシステム

の構築に向け取り組みます。 

このために、文化芸術施設資料のデジタルアーカイブ化は、第１段階として重

要であり、併行してクラウドコンピューティング等を活用した物的資源の活用をすす

める必要があります。 

博物館・美術館・図書館には、須坂の文化芸術資源が数多く蓄積されてい

ますが、市史編さん事業により収集された自治会で保存されている資料や、行

政文書の数々は、極めて重要な資料でもあり、保存・活用策についてその方

法・場所等について具体的に検討しなければなりません。 

これらの資料一つ一つを市民

の手に、施設相互の手に、そし

て教育の手にのせ、活用するた

めに資料をデジタルアーカイブ

化し、さらにその活用システムを

検討し、双方向型の利用をすす

めます。 

また、これら施設のあり方につ

いて、行政内外の意見を集約、
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「メセナの風」コンサート in 世界の民俗人形博物館 

検討・研究し、特に老朽化し改築要望の多い博物館・図書館、行政文書や古

文書収蔵のあり方についてその方向を提示します。 

 

    ⑵ 文化芸術施設の活性化 

文化芸術施設は、その枞組みの

中でしか活用されてきませんでした。

実物資料の保存や活用においては、

施設の整備は必須ですが、家庭や

工場で使われてきた産業や経済に

係る資料は、保存だけでなく、家庭

や町並みの中で活用（動態展示）し

てこそ活かされるものもあります。 

文化施設や生涯学習施設すべ

ての施設、蔵の町並みや景勝地を、文化芸術の活動の場として活用し、建物

にとらわれた施設の活動から、全ての文化施設とその活動の場を“学ぶ場”“表

現の場”“生み出す場”とし、全市をフィールドとした「まるごと博物館」「まるごと図

書館」「まるごと音楽堂」等の活動を推進し、文化芸術活動、支援事業へと活

動のステージを広げます。 

 

①  須坂市立博物館は、昭和４１年に現在地に総合博物館として開館し、登

録博物館として現在に至っています。博物館に求められる機能が単なる展示

館から、教育普及の場、そして文化芸術振興の核施設として変化し、求めら

れる機能を十分に果たしているとは言えません。 

しかし、長年蓄積してきた“ひと”“もの”の資源は、須坂市全体を知る上で

極めて重要であり、この資源を文化芸術だけでなく、産業・経済等すべての分

野で活用することが文化芸術振興に丌可欠であることから、 

         〇博物館収蔵資料のデジタルアーカイブ化 

         ○市内文化施設、教育施設への資料提供や情報の提供 

         ○教育施設との相互学習・教育 

         ○文化芸術実践団体の支援 

         ○全市をフィールドとした博物館活動「まるごと博物館」「どこでも博物館」事

業を検討し取組む 

         ○現有の収蔵施設を博物館分館等として位置づけ、ボランティア活動と連

携し学習施設としての活用 

        に具体的に取組んでいきます。 
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②  須坂市文化会館は、平成３年に文化芸術の殿堂として新築開館しました。

年間利用者は平成 21 年度実績で 80,422 人で、稼働率は 84.2 パーセントと

なっており、県内で比較すると稼働率は高く、またホールとしての評価も極めて

高い状態を維持しています。 

しかし、一方で施設・設備の経年劣化による設備改修費や施設改修費は

毎年大きく、費用対効果の面からその活用方法について市民の皆さんから

意見をいただいています。 

文化や芸術の殿堂として、文化会館の活動が市の発展の礎となるために、

これまでどおり文化芸術を通じた“ひとづくり”“まちづくり”に資する育成事業に

取り組むとともに、現在開催されている「メセナの風コンサート」をベースに、音

楽だけでなく芸能や映像など、多岐にわたり全市を文化会館の活動ステージ

とし、市民により近い活動を実施する必要があります。 

 

      ③  須坂クラシック美術館は、平成７年に開館した、日本画家岡信孝さん蒐

集品を展示の核とし、江戸時代須坂町きっての豪商牧新七家の保存活用と

併せ、江戸時代須坂の正式な出入り口でもあり、蔵の町並みの入り口として

開館しました。 

         収蔵品には、明治期の庶民が好んだ銘仙の着物があり、牧新七が呉服

商・製糸家であったことから、市立博物館資料の活用、町並みと関連させた

取組みが期待され 

○館蔵資料のデジタルアーカイブ化 

○市立博物館・美術館との資料の相互貸借の推進 

○市文化施設との連携展示 

○案内ボランティア導入 

○教育機関への資料提供、人材の派遣 

に取り組む必要があります。 

 

      ④  笠鉾会館ドリームホールは、平成７年に開館し、須坂祇園会に使われる

笠鉾・屋台を保管・展示する施設です。 

須坂の歴史の中で、京都の祇園会と極めて関係が深いとされる笠鉾行

列は、その成り立ちとともに、須坂文化の象徴として永い間地域の人々の力

で育くまれてきました。市施設に保管されることにより、保存は容易になりました

が、コミュニティの中心となっていた祭りの様々な習慣がすたれ、人々の一体

感が薄らいでしまったことが指摘されています。 
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飛び出せ文化芸術活動 

 施設がなければできないこ

ともありますが、施設がなくて

もできるのが文化芸術活動の

良いところです。 

 まずは第一歩を！ 

須坂町の祭りを専門に扱う施設として、また地域コミュニティを支援し活性

化させる場として、全市的あるいは全国的な祭りの殿堂として活用・整備され

ることが望まれ、 

○祇園会を核とした所蔵団体（町）へのコミュニティ活動の支援 

○全市的、全国的な祭りの殿堂としての位置づけと積極的な情報発信

などの取組み 

○生涯学習の場としてだけではなく、観光にも軸をおいた“まち”の活性化

への取組み 

○市立博物館・美術館と協力した事業の展開 

○文化会館事業や生涯学習実践団体の活動の場としての積極的活用 

に取組む必要があります。 

 

      ⑤  須坂版画美術館は、平成３年に小林朝治コレクション・平塚運一作品を

展示する日本唯一の日本の近代版画美術館として開館しました。現在も日

本の版画だけを展示する公立美術館としては日本で唯一であり、この展示・

収蔵コンセプトを変更する必要はありません。しかし、単に版画作品を展示す

るだけではなく、須坂の版画文化の拠点として、その作品をどう鑑賞していただ

くか新たな取組みが求められます。 

         観覧者を待つ展示から、観覧者の近くに作品を近づける展示へ 

         ○他の文化芸術施設事業の招聘 

         ○鑑賞を補助するワークショップ等の取組み 

         ○教育施設での展示・解説 

         ○作品に親しめる展示の工夫 

        に取組む必要があります。 

 

      ⑥  世界の民俗人形博物館は、平成９年に開館し、須坂市出身のデザイナ

ー小池千枝さんの民俗人形コレクションを展示する美術館です。 

         須坂アートパークに位置し、アートパーク全体のランドマークとなっており、

「三十段飾り千体の雛祭り」「菖蒲の節句」での人形展示は、全国的に多く

の観覧者が訪れる展示です。 

         世界の民俗人形を展示する博物館

として、民俗人形に映される各地の生

活、服飾文化としての重要性をさらに

知っていただくことが求められています。 

         特に世界的な視野での活動が期待
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博物館特別展での図書館ボランティアによる朗読会 

され、民俗人形の背景にあるストーリーをさらに観覧者等に近づける展示へ 

         ○服飾文化とフォルクローレ（民俗）のストーリーを持った展示 

         ○教育施設（大学・専門学校等）との連携へのアプローチ 

         ○全市をフィールドとした展示活動の検討 

        に取組む必要があります。 

 

      ⑦  須坂市歴史的建物園は、江戸時代の民家３棟を集め平成９年に開園し

ました。 

それぞれ、江戸期の様相が分かる民家ですが、その活用は大きな課題で

す。開館当初は、茶会での活用がみられましたが、現在は見学以外の利用

は極めて尐ないのが現状です。 

須坂アートパーク内に位置していること、版画美術館・世界の民俗人形博

物館に隣接していることから、一体的な活用が望まれます。 

歴史的建物園として須坂の歴史的建物の保存だけでけ、文化芸術活動

の場としてだけではなく、農林業等様々な事業での活用に取組む必要があり

ます。 

 

      ⑧  須坂アートパークは、須坂版画美術館・世界の民俗人形博物館・須坂

市歴史的建物園とその周りにある自然林から構成されています。また、周囲

には竜ケ池の設計と同時に本田静六博士によって、憩いの場として提案され

た百々川緑地公園があります。 

「森の中のクラフトフェア」や「イルミネーションフォレスト」は、須坂を代表する

イベントとして定着しており、平成２２年には「恋人の聖地」として認定され、自然

林の持つ癒し、心の休まる場としてさらなる活用をすすめる必要があります。 

 

      ⑨  市立須坂図書館は、市内の

文化施設としては最もその沿革は古

く、大正 15 年に遡りますが、現在の

施設は昭和 56 年に開館したもので

す。 

図書館は、その沿革からも須坂

市民にとって文化の核施設として

運営されてきましたが、図書に対

するニーズの多様化や電子書籍、インターネットの活用など、読書環境の変化

や、本を読む人の減尐など、図書館が担う役割は大きく変化しています。 
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しかし、文化や芸術、生涯学習の核施設の一つとしてその役割は今後も変

わることはありません。 

このことから、 

         ○市立図書館としての収書・蔵書方針の再検討 

         ○電子書籍や新たな電子媒体による読書への対応 

         ○人と人がつながる読書活動（読み聞かせや朗読会等）の推進 

         ○本を読む習慣付けの支援（こども・成人の継続的読書活動の支援） 

         ○全文化芸術教育施設や全市をフィールドとした図書館活動の展開 

         ○博物館など展示施設との資料の相互貸借 

         ○図書と“もの”“ひと”を結びつける立体的図書活動の展開 

         ○建物にとらわれない新たな図書館活動 

         ○他市町村図書館との情報共有 

         ○館内での、個人が持ち込む情報端末機器等による情報提供 

         ○読書活動に係る教育機関、団体、信州岩波講座等との連携・支援 

         ○生涯学習の中核施設としての意識改革 

        に具体的に取り組んでいきます。 

 

      ⑩  須坂市動物園は、博物館類似施設として位置づけられる生涯学習・文

化芸術施設です。人類が動物と共存していること、地球環境、自然環境の

中で生きていることを知る環境教育施設としても極めて重要です。 

         行政組織の中では、生涯学習・文化芸術施設として位置づけられていま

せんが、文化芸術施設活動の場として、全文化芸術施設の活用が必要で

す。 

         ○図書館活動・博物館活動の場としての活用 

         ○ボランティア等の“ひとづくり”の場としての活用 

         ○環境教育施設としての活用 

         ○命の大切さ、心の教育の場として 

        具体的に取り組みます。 

 

      ⑪  公民館等施設は、公民館は生涯学習の場として極めて大きな意味をもっ

て活動してきました。また、各町のコミュニティが薄れる今、コミュニティの再生や

生涯学習の拠点として、人と人がかかわり、成長する場としてその役割はます

ます大きくなっています。 

限られた施設と経費、限られた人員で推進するためには、公民館等施設

以外の文化施設等の活用や連携を進めること、公民館等施設が、行政と
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住民との最も重要な場所であることを、市民の皆さんと共に再確認する必要

があり、新しい時代に即した課題を把握し、さらに先進的に取り組む公民館活

動が期待されており 

         ○市民の皆さんのニーズ、地域特色を生かした講座の開催 

         ○公民分館活動、地域づくり推進委員会活動の支援 

         ○公民館報、チラシ、ホームページを活用した情報提供の充実 

         ○学習成果の発表の場の提供 

        に具体的に取り組みます。 

 

      ⑫  国登録有形文化財・市内に点在する歴史的建物は、文化を伝え芸術を

育成できる資源として重要です。 

         このことから、 

         ○他の文化芸術施設活動の場としての活用 

         ○市民の実践者や団体の活動の場としての活用 

         ○教育機関等による研究・調査活動への支援 

        に取り組みます。 

 

      ⑬  スポーツ振興施設は、須坂市スポーツ振興計画に基づき、スポーツ振興

のために活用されていますが、スポーツを市民文化の一つとしてとらえる必要

があります。 

スポーツや健康づくりは人と人をつなぎ、新たな成長を生みだす大きな力を

持っており、文化振興のベースとなっています。また、世代の枞組みを超えて

成長し合うことで、コミュニティを生み育て新たな文化を生み出す可能性を持っ

ています。 

スポーツや健康づくりに流れる文化を意識し、これまでの枞組みを超えていく

必要があります。 

         この視点から、スポーツ振興を進めるため 

         ○だれでも気軽に参加できる仕組みの推進と環境の整備 

         ○トップアスリートの講演などによる人材の育成 

         ○スポーツ活動団体や個人への支援 

        に取り組みます。 

 

      ⑭  勤労者福祉施設等市有公共施設は、勤労者福祉や人権交流施設な

ど市有施設についても、文化芸術を核とした“ひとづくり”“まちづくり”を具体的

に進める活動の場として重要です。 
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蔵の町並みキャンパス事業 

各団体や文化施設等の活動の場、交流の場として、施設の新たな活用

や他施設との連携・統合など、新たな視点での活用をすすめる必要がありま

す。 

 

    ⑶ 文化芸術振興施設間の連携事業の推進 

文化芸術振興施設は、これまでそ

れぞれ個々に活動し、それぞれに掲げ

る目標に向かい取組んできました。し

かし、文化芸術を核とした“ひとづくり”

“まちづくり”を進めるために“いつでも”

“どこでも”“だれでも”文化芸術振興

事業や活動にかかわることができる環

境の整備に向け、１つのビジョンを共

有し、それぞれがそのビジョン実現のた

めに、どう取り組み、どう成果を市民と共有することができるか、互いに情報を共

有し、常に取組みを共有する必要があります。 

この一つとして“ひと”“もの”“場所”の資源の共有、相互活用として 

○各施設がもつ資源の相互活用 

○博物館・美術館・図書館の資源（収蔵資料等）の相互活用 

○各施設の枞組みを超えた事業の見直し 

○子育て支援施設での文化芸術活動 

○幼保・小中高の教育施設での取組み 

○蔵の町並みキャンパス事業・クリスマスレクチャーin 須坂等の大学等と

の知識 

交流に取り組みます。 

しかし、行政の取り組みは、文化芸術を核としたまちづくりのほんの一端にす

ぎず、市民（事業者を含む）のみなさんの活動に負うところが大きいと言え、 

○市民との共創による事業の実施 

         ○企画・運営への市民参加 

         ○市民と市民、団体と団体をつなぐコーディネーターとしての支援 

に取り組みますが、最も重要なのは単なる参加ではなく、成果も反省も共有し

さらに課題を共有し共に解決することで、行政も市民も互いにその意識の上に

取組まなくてはなりません。 
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“つながる”ことで数倍の力に 

 個人も団体も行政も、つながること

で欠点を補い合い、大きな力を得て、

思ったよりも大きな成果が期待でき

ます。失敗したら痛みは数分の一に分

けあい、成功したら数倍の感動が・・・。 

 

    ⑷ 市民活動と来訪者参加による文化芸術活動の活性化 

活発な生涯学習やボランティア活動は、県内外から高い評価を受けています

が、市の枞組みだけではなく、観光客や調査者などの来訪者との対話・交流・活

動により新たなステップや新たな取組みへ展開していく必要があり、そのために単

なる市民の一方的な学びの活動ではなく、来訪者との相互支援活動にするた

め、 

○ワークショップ・ガイドなどを相互支援の場として活用 

○インターネット等の活用による双方向対話の実現 

に取り組みます。 

 

 

  ２ 再生産・再構築し新たに創造するための文化芸術振興 

    ⑴ 文化芸術資源と環境 

市民力・産業力の根源としての文化芸術振興環境整備のために、 

○継続した発展のために地球環境に配慮し取組む 

○６つの都市宣言施策を意識し、その実現のための行動の一つとして取組む 

 

    ⑵ 市民活動のネットワーク化 

○市民活動のゆるやかな連携 

ネットワーク化・連携では、当市

においては、成熟した学習団体・

ボランティア団体の活動が多く、そ

れぞれが個性をもって活動している

ことから、個々の活動を尊重した

“ゆるやかな連携”を進めます。 

“ゆるやかな連携”とは、互いの時間や活動を他の団体や個人に合わせて

行うのではなく、都合のつく時間・場所・方法で互いに繋がり、支援し合うこと

で、互いが活動を尊重し尊敬して連携するものです。 

本策定検討会において、他団体と連携したいこと、できそうなこととして 

○ボランティアと市事業・文化芸術施設事業との連携 

○イベント時のボランティアの協力 

○ボランティア・実践団体が互いに繋がる 

○市事業、公民館等事業への年間を通じた参画 

○カッタカタまつりや蔵の朝市などへの協力・参画 
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○ＰＴＡ活動と一緒に活動 

○区・町など地域の活動と一緒に活動 

○常につながるのではなく、状況に応じて繋がる連携が必要 

などの意見が出され、 

○まとめ役としてのコーディネーターの確保 

○実践団体等のコミニュケーションの場の設置 

（発表・自由討議・交流・理解の場の機会の設置） 

○連携のための定期的な学習会の開催 

○情報収集と発信への意識改革 

○行政によるボランティア・活動団体等の情報の公開 

○ネットワークの必要性の共有 

が、課題の解決策として提案されました。 

このためには、 

○活動内容・メンバー等情報の共有（団体間・行政と団体間等） 

○互いの活動への尊敬と評価と感謝 

○全ての活動の成果や課題は自らの責任、人のせいにせず課題解決を

図る 

○評価も批判も全てを共有し、成長へと結びつけること 

○考えるだけでなく行動すること 

などが具体的行動として提案されています。 

この推進のために、市民実践団体等の情報交換やコーディネーターによる

ネットワークづくりが急務です。 

 

    ⑶ 行政施策のネットワーク化 

行政はすべて“市民のために”施策に取り組んでいます。文化芸術は、様々

な分野で活用できる要素を持ったもので、市民の参加も容易です。これを用いて

繋ぎ施策間連携することは、各事業の取り組みの多様化や多方面化を生み、

これまで以上の成果が期待できます。 

このためには、 

○企画段階での情報共有 

○イベント等における市民実践者情報の共有 

○組織の枞組みを超えた市民活動への連携支援 

に取り組みます。 

 

 



 

１８ 
 

“見通し”“風通し”のよい文化芸術活動が須坂のまちづくりをすすめる 

 バリアフリーという言葉があります。単に道路や建物を障がいのある方に

も支障なく利用できるということではなく、一人ひとりの心に壁を持ってい

ては、真のバリアフリーとは言えません。 

 文化芸術振興では、個人、団体、行政のいずれも、取り組みにも心にも壁

のないバリアフリーが、“ひとづくり”“まちづくり”をすすめます。 

 

 

    ⑷ 主体的に活動する市民と行政のネットワーク化 

これまでの市民参加のほとんどは、市の事業に後から参加し評価も課題も共有

しないものがほとんどでした。しかし、文化芸術を核とした“ひとづくり”“まちづくり”のた

めには、 

○参加する市民が常に行政と評価・課題を共有し、責任と義務を負う 

○行政は、意図と手段、目標を市民と分かち合い、評価と課題を共有する 

ことが必要であり、市民と行政とは相互に意見を交わせる関係を創らなくては

なりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
須坂文化芸術振興ビジョン推進イメージ 
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文化芸術振興ビジョンの具体的推進にあっては、市民が主体となり行政が提案と支

援をしながら次の４つを確立する必要があります。 

○行政の基本的な取組み姿勢の確立 

○市民文化芸術活動の基本的な取組み姿勢の確立 

○市民・行政・教育機関・来訪者が相互に誘発し創造する取組みの確立 

○情報の双方向発信の確立 

 

１ 行政の基本的な取組み姿勢の確立では、 

○行政施策ネットワーク化への意識改革 

○市民活動に係るイベント等の可視化（企画内容等の情報提供） 

○文化芸術振興ビジョンの具体的・個別事項の推進をはかる、庁内連絡会等の設

置 

 

２ 市民文化芸術活動の基本的な取組み姿勢の確立では、 

○市民活動の可視化 

○市民ネットワークの確立 

 

  ３ 市民・行政・教育機関・来訪者が相互に誘発し、創造する取組みの確立では、 

    ○相互誘発と創造のプロセスと成果・課題の共有 

 

  ４ 情報の双方向発信の確立 

    ○携帯情報端末機器やインターネットなどを活用した市の資源提供とともに、双方

向で情報提供できる仕組みの構築を着実に文化振興ビジョンの推進に向け取り

組んでいかければなりません。 

 

 

 

 

 

Ⅲ 文化芸術を創造する仕組みづくり 
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文化芸術振興ビジョンは、これまでの須坂発展の基礎に文化芸術振興があり、そ

こから自由な発想や新たな仕組みが生まれてきたこと、また、文化芸術が人口減と

高齢化が急速に進む世界でも類を見ない大きく変わる社会環境（ジャパンシンドロー

ム）にあっても、継続して発展していくための基盤であることを示しました。 

“いつでも”“どこでも”“だれでも”文化や芸術に触れることで、市民一人ひとりが、そ

して行政が自らの責任と義務を共有し、全ての成果と課題を共有し、そして互いを認

め、受け入れ、成長する大きな一歩が生まれます。 

このためには、文化・芸術は、経済や産業と常に刺激し合い、影響を不えているこ

と、文化芸術を核とした“ひとづくり”“まちづくり”は、私たちの未来を築くことを強く意識

する必要があります。そして、その担い手は市民一人ひとりであり、行政はその支援者

として取組むことが極めて重要であることを念頭に置いておかなければなりません。 

言い換えれば市民・行政がどちらがではなく、どちらもがその源であり、その源を創り

出すことができるのは、これまでもそうであったように、市民一人ひとりの文化芸術への

取組みです。 

さまざまな枞組みを尊重しながら、その枞組みを超えていくことから文化芸術を核とし

た「継続発展する すざか」に向けた取り組みが始まり、互いに刺激し合うことで、知的

再生産が連続して行われ「持続可能なすざか」を創りだすことができます。 

すべての文化芸術活動の取組みが自ら“楽しみ”そして楽しみを互いに分かち合い、

さらに源となって成長・発展できるよう真の共創が様々な場面・場所で起こること、また

起こしていかなければなりません。 

文化芸術活動は、社会関係資本と位置付けられ、地域発展のために極めて重

要で、今日では、経済・産業とのかかわりが強いことも強く意識されてきています。 

これまで培われてきた市民の皆さんの個々の学びが、地域で表現・発表され“ひと

づくり”“まちづくり”が行われなければ「市民力・地域力・産業力」を創造することはでき

ません。 

この文化芸術振興ビジョンは、行動指針です。市民の皆さんの活動、その手によっ

て新たな活動が創られていくことが、このビジョン最大の成果となることを念頭に、市民

の皆さんが主体となり、行政が支援する中で取組んでいかなければなりません。 

Ⅳ 文化芸術振興ビジョンの具体的取組みに向けて 
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用語解説 

 

用  語 解  説 

ユビキタス 
(Ubiquitous) 

それが何であるかを意識させず、しかも「いつでも、どこでも、だれで

も」が恩恵を受けることができる環境、技術などのこと。 

デジタルアーカイブ 

(digital archive) 

博物館、美術館、公文書館や図書館の収蔵品を始め、有形・

無形の文化資源等を、デジタル化し保存・活用すること。デジタ

ル化により、文化資源等の修復・公開や、ネットワーク等を通じた

利用も容易になるとされる。資料を精緻に電子化することにより、

オリジナル資料の劣化等を軽減することができ、長期的な資料

保存に大きな助けとなるが、違法な複製や資料の性栺に沿わ

ない利用などへの対策も必要となる。 

クラウドコンピューティング 

（cloud computing） 

ネットワーク、特にインターネットをベースとしたコンピュータの利用

形態で、ユーザーはコンピュータ処理をネットワーク経由で、サー

ビスとして利用する。これにより、個人のパソコンを運用するための

ソフトが最小限ですむなどの利点はあるが、セキュリティの確保が

課題とされている。 

動態展示 博物館などの展示資料を、実際に使われていた状態（動いてい

たものは動いているように）で展示すること。これにより、展示資料

がどのように使われていたか聴覚・視覚で理解することができる。 

ランドマーク   

 （Landmark） 

目印となる建物 

ワークショップ 

(workshop) 

日本では「体験型講座」を示しますが、自由に意見を発表する、

また体験しながら学ぶことのできる講座をまとめて言います。 

６つの都市宣言 須坂市が、その実現のために取組むことを宣言した 

安全都市宣言 

非核平和都市宣言 

健康づくり推進都市宣言 

部落解放・人権尊重都市宣言 

青色申告・振替納税推進都市宣言 

未来を担う児童・青尐年育成都市宣言  のこと 

国指定登録文化財 須坂市には、国指定登録文化財として 

旧越家住宅 

ふれあい館しらふじ 

ふれあい館まゆぐら 

田中本家博物館 

塩屋醸造場   があります。 
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須坂市文化芸術振興ビジョン策定検討会委員名簿 

 

区　分 担当課等名 団体等名 役職名 名　前

委員長 黒 岩 紀 志 雄

委　員 生涯学習スポーツ課 須坂市社会教育委員 委員長 田 中 義 人

副委員長 師 岡 京 子

中央公民館 須坂市文化芸術協会 会　長 南 澤 汎 山

副会長 荒 城 圭 子

生涯学習推進センター 須坂市生涯学習推進員 会　長 越 正 行

副会長 岡 田 良 子

副会長 岩 井 薫

博物館 須坂市立博物館ボランティア 会　長 宮 原 健 二

副会長 宮 本 圭 子

図書館 読み聞かせボランティア　かたくりの会 代　表 富 沢 智 恵 美

読み聞かせボランティア　須坂りんどうの会 代　表 平 井 麗 子

事務局長 丸 山 尊

各課推薦委員 生活環境課 須坂市地球温暖化防止推進協議会 幹　事 福 永 一 美

農林課 郷土食ブランドづくりグループ 代　表 西 澤 え み 子

中央公民館 公民分館長会 会　長 佐 藤 一 利

商業観光課 ＮＰＯ法人「ＮＥＸＴ須坂」 理事長 北 沢 正

子ども課 信州すざか農業小学校豊丘校 教　頭 大 峡 武 男

健康づくり課 須坂市食生活改善推進協議会 会　長 小 布 施 薫

生涯学習スポーツ課 すざかバッハの会 会　長 大 峡 喜 久 代

須坂市連合婦人会 会　長 村 石 美 智 子

公募委員 佐 藤 政 世

学識経験者 講　師 林 靖 人

センター長 小 林 敏 枝

庁内関係課（各課選出検討委員）

農林課 　中島　久　　（産地ブランド係）

商業観光課 　村石　英児　（商業・新サービス産業係）

工業課 　窪田　潤一　（工業係）

学校教育課   関　政雄　　（庶務係）

子ども課 　牧　宏　　　（児童青少年係）

まちづくり課 　滝澤　秀芳　（まち整備係）

健康づくり課 　越　由美子　（保健予防係）

政策推進課 　牧　章一　　（政策秘書係）

生活環境課   土屋　栄志良（環境政策係）

中央公民館 　山岸　一延　（学習係）

事務局

　課長 吉田　孝

　生涯学習係長 小林　宇壱

　生涯学習係 戸井田　涼子

〃 永泉　常雄

生涯学習推進係長 田中　賢一

生涯学習スポーツ課

生涯学習推進センター

文化芸術振興ビジョン策定検討会　委員名簿

市民共創部長

須坂市文化振興事業団

信州大学産学連携推進本部・人文学部文化情報論講座

清泉女学院地域連携センター
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